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那
賀
町
の
森
林･

林
業

　
那
賀
町
は
徳
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、
西

か
ら
東
へ
流
れ
る
那
賀
川
を
跨
ぐ
よ
う
に
集

落
が
点
在
す
る
急
峻
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
町

で
す
。
古
く
か
ら
ス
ギ
を
主
と
し
た
林
業
生

産
活
動
が
盛
ん
で
、
全
国
的
に
「
木き
と
う頭
林
業
」

と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
林
業
が
地
域
の
基
幹

産
業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
森
林
面
積
は
約
６
６
，
０
０
０
ha
で

あ
り
、
町
面
積
の
95
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
約
４
６
，
０
０
０
ha
が
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
資
源

量
は
２
，
４
０
０
万
㎥
に
達
し
て
い
ま
す
。

那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定

　
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
は
、
木
材
価

格
が
高
値
に
推
移
し
、
当
町
で
は
素
材
生
産

量
が
年
間
20
万
㎥
を
超
え
る
な
ど
、
主
力
産

業
と
し
て
町
内
経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
に
渡
る
木
材
価
格
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
平
成
17
年
に
は
、
素
材

生
産
量
が
約
５
万
㎥
／
年 

に
ま
で
落
ち
込

み
、
加
え
て
林
業
労
働
者
が
１
３
９
名
に
ま

で
減
少
す
る
な
ど
、
林
業
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
木

頭
林
業
の
再
生
」
を
目
標
に
掲
げ
、
平
成
23

年
に
「
那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
翌
年
に
は
林
業
振
興

課
内
に
森
林
管
理
の
専
門
組
織
を
立
ち
上

げ
、
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
豊
富

な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
図
る

た
め
の
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
さ

ら
に
平
成
28
年
に
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
実
現
す
る
拠
点
と
し
て
、
那
賀
町
林
業

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
林
業

を
中
心
と
し
た
地
域
連
携
を
進
め
、
町
全
体

の
活
性
化
・
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま

徳島県

那賀町

林業従事者数と素材生産量の推移

スギ・ヒノキ人工林齢級別面積及び蓄積量

面積	 約69,000ha
　林野面積	 約66,000ha
　うち私有林	 約51,000ha
　私有林率	 約77%

那な

賀か

町ち
ょ
う

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て

～
徳
島
県
那な

賀か

町ち
ょ
う

～
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す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
今
年
で

６
年
目
を
迎
え
、
50
年
生
を
超
え
る
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
面
積
は
１
４
，
５
３
４

ha
か
ら
２
１
，
１
０
１
ha
と
約
１・
５
倍
、

資
源
量
に
至
っ
て
は
約
２・
１
倍
（
１
３
，

３
１
１
千
㎥
）
に
増
加
す
る
な
ど
、
那
賀
町

の
森
林･

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
に

伴
い
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
項
目
の
再
構
築
と
拡
充

･

強
化
を
図
り
、
取
組
を
更
に
加
速
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

起
業
化
と
人
材
養
成
の
促
進

　
昨
年
、
町
内
に
あ
る
那
賀
高
校
に
森
林
ク

リ
エ
イ
ト
科
が
新
設
さ
れ
、
高
校
生
へ
の
林

業
機
械
実
習
や
段
階
的
な
技
術
向
上
な
ど
を

支
援
し
、
地
元
就
業
へ
繋
げ
る
と
と
も
に
、

町
内
の
中
学
生
に
対
し
て
は
、
林
業
体
験
学

習
な
ど
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
森

林
ク
リ
エ
イ
ト
科
進
学
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
内
外
一
般
者
を
対
象

と
し
た
「
リ
ア
ル
林
業
体
感
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」

を
開
催
し
、
立
木
の
伐
採
や
高
性
能
林
業
機

械
の
操
作
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
ま
で
に
３
回
開
催
さ
れ
、
い
ま
ま
で
参
加

さ
れ
た
36
名
の
う
ち
、
実
際
に
４
名
が
事
業

体
等
へ
就
業
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
将
来
的

に
起
業
が
で
き
る
よ
う
、
就
業
後
も
技
術
向

上
や
儲
か
る
林
業
を
推
進
す
る
な
ど
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
木
材
生
産
の
実
施

　

町
内
の
ス
ギ・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち

46
％
が
50
年
生
を
超
え
る
主
伐
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。し
か
し
、生
産
効
率
や
木
材
流
通
な

ど
の
課
題
か
ら
伐
採
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
、主
伐
に
対
応
し
た
効
率
的
な
最

新
林
業
機
械
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
検

証
等
も
行
い
、生
産
量
の
増
加
を
図
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、十
分
な
木
材
流
通･

輸
送
体
制

を
整
え
る
た
め
、サ
テ
ラ
イ
ト
中
継
土
場
の

設
置
な
ど
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
有
林
化
に
よ
る

森
林
整
備
の
推
進

　
伐
採
し
た
ら
植
え
る
林
業
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
事
業
地
の
確
保
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
適
切
な
森
林
整
備
を

進
め
る
た
め
に
、
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
那
賀
町
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
森
林
境
界

の
明
確
化
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
約
６
，
６
０
０
ha
を
明
確
化
し
、
森
林

の
情
報
を
林
業
事
業
体
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
や

企
業
局
の
支
援
を
受
け
、
森
林
所
有
者
の
経

営
意
欲
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
売
却
希
望
の

あ
る
民
有
林
を
対
象
と
し
て
、
公
有
林
化
を

昨
年
度
ま
で
に
約
４
８
０
ha
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
公
有
林
周
辺
の
山
林
を
含
め
た

集
約
化
を
行
い
、
事
業
地
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
那
賀
町
の
林
業
を
横
断
的

に
集
約
し
、
産
業
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
を
進
め
な
が
ら
、
林
業
の
成
長
産
業

化
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な

森
林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
那
賀

町
の
森
林
整
備
や
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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那賀町林業ビジネスセンター

「リアル林業体感 3DAYS」の様子

タワーヤーダによる集材

木材集材場


